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Ⅰ アンケート調査の概要 

 

１ 調査の目的 

 

本調査は、一般市民や将来を担う若者（学生・高校生）の結婚・出産・子育てに関する

意識や希望、定住や移住への意識や希望、将来の展望等についての考え方等を把握し、第

２期射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定の基礎資料として活用することを目的と

する。 

 

２ 調査の内容 

 

 

 市民アンケート 学生アンケート 
高校 3年生 

アンケート 

調査対象 

・射水市内に居住する満 18

歳以上の市民3,500人（住

民台帳より無作為抽出）  

・射水市内の高等教育機関

（富山県立大学、富山高

等専門学校、富山福祉短

期大学、富山情報ビジネ

ス専門学校）に在籍する

学生 650 人（各校 150 人

を基本としたが、クラス

単位で配布したため、150

人を超えて配布した学校

もあった） 

・射水市内に居住する満 18

歳の市民（高校 3 年生世

代 300 人（住民台帳より

無作為抽出） 

調査方法 

・アンケート調査票を郵送

で配布し、同封の返信封

筒にて回収 

・市から各校へ配布・回収

を依頼 

・各校はクラス単位で実施

（配布・回収方法は各校

へ一任） 

・アンケート調査票を郵送

で配布し、同封の返信封

筒にて回収 

調査期間 ・令和元年８月～９月 ・令和元年９月～10月 ・令和元年８月～９月 

配 布 数 3,500 票  650票  300票  

回 収 数 1,302 票  610票  90 票  

回 収 率 37.2%  93.8%  30.0%  

 



 

2 

３ 集計、分析 

 

集計にあたっては、それぞれの設問ごとに、有効回答、無回答、不明回答に分けて集計

し、主に有効回答を母数として分析を行った。 

集計表の構成比は四捨五入した結果を表示しているため、合計が 100にならない場合が

ある。 

※無回答：回答の記載がないもの 

※不明回答：回答の記載があるが、設問の求めに対応していない回答（例えば、選択肢

１つを選ぶところで２つ以上の選択をした回答など） 
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Ⅱ アンケート全体の集計分析結果【要旨】 

 

１ 市のイメージ 

 

（１）市への愛着度 

・射水市を好きな人の割合は、市民アンケートでは71.7％、高校生アンケートでは83.3％、

学生アンケートでは対象者全体で 37.4％であり、市内居住者の方が市に愛着を持ってい

る傾向にある。（図 2-1） 

・市に愛着を感じる対象として、いずれのアンケートにおいても「友人関係」や「景観・

自然環境」を多くあげている。（図 2-2） 

 

図 2-1 市への愛着度（市民、高校生、学生） 

① 市民                  ② 高校生 

193

741

303

15

5

33

12

14.8%

56.9%

23.3%

1.2%

0.4%

2.5%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

とても好き

好き

どちらでもない

嫌い

とても嫌い

関心がない

無回答他

n=1,302

    

18

57

2

0

10

3

20.0%

63.3%

2.2%

11.1%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

とても好き

好き

嫌い

とても嫌い

わからない

無回答他

n=90

 

③ 学生 

（射水市内居住者）            （射水市外居住者） 

13

91

7

3

79

15

6.3%

43.8%

3.4%

1.4%

38.0%

7.2%

0% 50%

とても好き

好き

嫌い

とても嫌い

わから…

無回答他

射水市内居住者
n=208

  

5

115

17

4

239

8

1.3%

29.6%

4.4%

1.0%

61.6%

2.1%

0% 50% 100%

とても好き

好き

嫌い

とても嫌い

わからない

無回答他

射水市以外居住者
n=388

 

 

 

  

71.7％ 83.3％ 

50.1％ 30.9％ 

（市民 Q2,Q3、高校生 Q20、学生 Q16、） 
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図 2-2 市に愛着を感じるもの（市民、高校生、学生） 

① 市民 

23.5%

16.2%

11.4%

6.3%

21.7%

12.6%

14.1%

4.8%

3.9%

8.7%

5.5%

37.8%

38.9%

32.6%

24.6%

41.9%

40.2%

32.6%

21.0%

24.6%

35.6%

22.8%

13.8%

19.8%

21.6%

27.4%

22.6%

31.7%

22.7%

37.5%

25.3%

25.2%

24.9%

13.4%

16.4%

20.3%

22.4%

8.4%

10.1%

19.1%

23.3%

29.3%

17.6%

29.1%

8.1%

6.1%

12.0%

16.5%

2.8%

3.4%

9.1%

10.7%

13.8%

10.1%

15.8%

3%

2%

2%

3%

3%

2%

2%

3%

3%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①友人関係

②地域の人間関係

③地域のお祭り

④地域活動・ボランティア

⑤景観・自然環境

⑥まちの雰囲気

⑦まちの便利さ

⑧文化、芸術

⑨遊ぶ場所

⑩図書館等の公共施設

⑪電車やバス等の公共交通

とてもある 少しある どちらでもない あまりない 全くない 無回答他

n=1,302

 

② 高校生 

46.7%

46.7%

24.4%

8.9%

26.7%

21.1%

13.3%

6.7%

10.0%

18.9%

16.7%

32.2%

32.2%

21.1%

22.2%

35.6%

37.8%

26.7%

15.6%

15.6%

31.1%

22.2%

13.3%

13.3%

31.1%

43.3%

23.3%

28.9%

33.3%

52.2%

31.1%

32.2%

32.2%

3.3%

3.3%

16.7%

15.6%

13.3%

10.0%

23.3%

17.8%

28.9%

11.1%

23.3%

3.3%

3.3%

5.6%

10.0%

1.1%

2.2%

3.3%

7.8%

14.4%

5.6%

5.6%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 友人関係

② 地域の人間関係

③ 地域のお祭り

④ 地域活動・ボランティア

⑤ 景観、自然環境

⑥ まちの雰囲気

⑦ まちの便利さ

⑧ 文化、芸術

⑨ 遊ぶ場所

⑩ 図書館等の公共施設

⑪ 電車やバス等の公共交通

とてもある 少しある どちらでもない あまりない 全くない 無回答他

n=90

 

③ 学生 

37.4%

14.1%

12.3%

5.9%

19.7%

17.0%

12.3%

7.9%

8.9%

12.3%

10.0%

38.4%

25.6%

22.0%

18.2%

35.6%

33.8%

22.6%

16.9%

22.1%

28.9%

23.4%

13.3%

25.1%

24.6%

29.8%

26.9%

29.7%

24.4%

36.4%

20.5%

29.2%

24.3%

5.9%

17.2%

16.4%

20.0%

10.5%

11.1%

22.1%

20.0%

24.3%

15.1%

22.1%

3.4%

16.2%

23.6%

24.4%

6.1%

7.2%

17.4%

17.7%

23.3%

13.4%

19.2%

1.6%

1.8%

1.1%

1.6%

1.3%

1.1%

1.1%

1.1%

1.0%

1.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 友人関係

② 地域の人間関係

③ 地域のお祭り

④ 地域活動・ボランティア

⑤ 景観、自然環境

⑥ まちの雰囲気

⑦ まちの便利さ

⑧ 文化、芸術

⑨ 遊ぶ場所

⑩ 図書館等の公共施設

⑪ 電車やバス等の公共交通

とてもある 少しある どちらでもない あまりない 全くない 無回答他

n=610
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（２）市の印象（市民） 

・現在の市に対する良いイメージとして、「住みやすさ・暮らしやすさ」を筆頭に「食べ物

のおいしさ」「安全性」「自然の豊かさ」「気候風土の良さ」「日常生活の利便性」「人のあ

たたかさ」などがあげられている。（図 2-3） 

・良くないイメージとして、「娯楽の少なさ」「交通利便の悪さ」「観光名所の少なさ」など

があげられている。ただし「交通利便」については良いイメージの回答も見られる。（図

2-3） 

図 2-3 現在の射水市の印象・イメージ（市民） 

60.8%

-5.1%

47.9%

-0.8%

43.5%

-4.4%

40.7%

-3.4%

39.6%

-3.0%

33.3%

-13.2%

28.0%

-3.8%

17.0%

-3.8%

9.8%

-14.7%

5.0%

-26.4%

17.1%

-38.6%

1.7%

-43.6%

4.8%

4.4%

1.2%

-80% -40% 0% 40% 80%

住みやすい、暮らしやすい

住みにくい、暮らしにくい

食べ物がおいしい

食べ物がおいしくない

安全である

周囲に危険が多い

自然が豊か

自然が少ない

風土や気候が良い

風土や気候が悪い

日常生活が便利

日常生活が不便

人があたたかい

人がつめたい

まちなみが綺麗

まちなみがきたない

まちが発展している

まちが廃れている

観光名所が多い

観光名所が少ない

交通の便が良い

交通の便が悪い

娯楽が多い

娯楽が少ない

特にない

その他

無回答他

悪いイメージ ← ｜ → 良いイメージn=1,302

  

（市民 Q4） 
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（３）市の魅力 

・市の魅力についてはいずれのアンケートもほぼ同じ傾向がみられ、「自然の豊かさ」、「安

全・安心」で評価が高く、「経済」、「にぎわい」、「文化」、「都市機能」等で評価が低い。

（図 2-4） 

図 2-4 市の魅力（市民、高校生、学生） 

① 市民                 ② 高校生 

19.0%

29.1%

5.5%

3.0%

1.2%

10.7%

48.4%

22.2%

2.8%

13.3%

7.1%

31.0%
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歴史

文化

景観

都市機能

くらし

安全

地域

その他

特にない

無回答他

n=1,302

 

18.9%

33.3%

3.3%

0.0%

2.2%

1.1%

52.2%

11.1%

2.2%

15.6%

3.3%

14.4%

55.6%

7.8%

4.4%

2.2%

0.0%

0% 20% 40% 60%

教育
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交流

経済

にぎわい

環境

自然

歴史

文化

景観

都市機能

くらし

安全

地域

その他

特にない

無回答他

n=90

 

③ 学生 

13.9%

14.3%

7.5%

1.6%

3.6%

8.9%

38.2%

5.4%

3.6%

15.2%

5.4%

13.9%

21.6%

3.0%

1.3%

27.4%

0.7%

0% 20% 40% 60%

教育

安心

交流

経済

にぎわい

環境

自然

歴史

文化

景観

都市機能

くらし

安全

地域

その他

特にない

無回答他

n=610

 

（市民 Q5、高校生 Q22、学生 Q18） 

評価高い 

評価低い 
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２ 居住環境 

 

（１）住み心地 

・市の住み心地について、「（とても）住みやすい」と答えた人が、市民アンケートでは 79.7％、

高校生アンケートでは 80％、学生アンケートでは 63.5％となっている。（図 2-5） 

・男女別にみると、 

図 2-5 住み心地（市民、高校生、学生） 

① 市民                   ② 高校生 

168

870

121

40

93

10

12.9%

66.8%

9.3%

3.1%

7.1%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

とても住み良い

住み良い

あまり住み良くない

住みにくい

わからない

無回答他

n=1,302

  

27

45

7

3

7

1

30.0%

50.0%

7.8%

3.3%

7.8%

1.1%

0% 20% 40% 60%

とても住みやすい

住みやすい

やや住みにくい

住みにくい

わからない

無回答他

n=90

 

③ 学生（射水市内居住者） 

7.2%

56.3%

27.4%

6.3%

2.9%

0.0%

0% 20% 40% 60%

とても住みやすい

住みやすい

やや住みにくい

住みにくい

わからない

無回答他

射水市内居住者n=208

 

 

（２）射水市での居住意向 

・今後も射水市で住み続けたいと答えた人は、市民アンケートでは 73.4％で、高校生

（23.4％）及び学生（25.0％）に比べ著しく高い。（図 2-6） 

・「住み続けたい」を答えた割合について男女比較をすると、市民アンケートでは女性より

男性の比率がやや高い。高校生アンケート及び学生アンケートでは、男性の方が女性よ

りも「ずっと住み続けたい」と「すぐにでも引っ越したい（住み続けたくない）」がとも

に高い。（図 2-7） 

・市民アンケートについて年齢別にみると、総じて年齢が高くなるにつれて「住み続けた

い」が多くなる傾向が捉えられる。（図 2-8①） 

居住期間別にみると、居住期間が 10年未満と 10年以上の間にずれが見られるが、総じ

て居住期間が長くなるに従い「住み続けたい」が多くなる傾向が捉えられる。（図 2-8②） 

63.5％ 

80.0％ 79.7％ 

（市民 Q6、高校生 Q16、学生 Q12） 

（市民 Q8、高校生 Q17、学生 Q13） 
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住宅種類別にみると、自身が所有する住宅居住者は「住み続けたい」が多い。非所有者

は「住み続けたい」が比較的少ない。社宅・官舎・寮住まいの人は「すぐにでも市外に

引っ越したい」が多い。（図 2-8③） 

 

図 2-6 射水市での居住意向（市民、高校生、学生） 

① 市民                   ② 高校生 

422
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41.0%
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13.3%

3.0%
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ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい
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わからない

無回答他

n=1,302

 

6

15

29

10

30

0

6.7%

16.7%

32.2%

11.1%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

n=90

 

③ 学生 

 

 

図 2-7 射水市での居住意向（市民、高校生、学生）・・・男女別集計 

① 市民                   ② 高校生 

    

③ 学生 

3.8%

21.2%

44.2%

30.3%

0.5%

0.5%

5.2%

25.8%

66.2%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ずっと住み続けたい（ぜひ住みたい）

できれば住み続けたい（できれば住みたい）

住み続けたくない（住みたくない）

わからない

無回答他

射水市内居住者 射水市以外居住者

市内居住者n=208

市外居住者n=388

34.7%

41.0%

8.1%

1.7%

11.9%

2.6%

31.4%

40.7%

9.5%

1.2%

14.2%

3.1%

0% 20% 40% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい

すぐにでも市外に引っ越したい

わからない

無回答他

男

女

男女不詳を除くn=1284（男n=544,女n=740)

男性75.7％

女性72.1％

男性9.8％

女性10.7％

15.4%

12.8%

30.8%

15.4%

25.6%

0.0%

0.0%

20.4%

32.7%

8.2%

38.8%

0.0%

0% 20% 40% 60%

ずっと住み続けたい

できるなら住み続けた

い

いずれは市外に引っ

越したい

すぐにでも市外に引っ

越したい

わからない

無回答他

男

女

男n=39,女n=49

73.4％ 
23.4％ 

市内居住者 25.0％ 

市外居住者 5.7％ 
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図 2-8 射水市での居住意向（市民のみ）・・・年齢別、居住期間別、住宅種類別集計 

① 年齢別集計（市民） 

19.8%

24.6%

34.7%

27.0%

43.6%

41.7%

40.1%

44.3%

39.9%

43.2%

35.8%

43.0%

16.5%

10.2%

9.2%

9.7%

6.2%

3.4%

1.6%

1.5%

2.7%

1.9%

0.4%

19.8%

16.3%

14.5%

14.1%

10.9%

6.0%

2.2%

3.0%

1.7%

3.2%

1.6%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

ずっと住み続けたい できるなら住み続けたい
いずれは市外に引っ越したい すぐにでも市外に引っ越したい
わからない 無回答他

n=182

n=264

n=173

n=185

n=257

n=235

 

 

② 居住期間別集計（市民） 

28.7%

37.1%

24.9%

24.3%

33.0%

43.3%

42.6%

44.0%

41.1%

45.6%

40.4%

36.4%

10.4%

9.5%

12.9%

8.0%

11.2%

4.6%

2.0%

1.4%

1.8%

1.1%

1.4%

14.4%

8.6%

15.3%

19.0%

11.2%

10.0%

2.0%

0.9%

4.3%

1.3%

3.2%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満

5～9年

10～19年

20～29年

30～39年

40年以上

ずっと住み続けたい できるなら住み続けたい

いずれは市外に引っ越したい すぐにでも市外に引っ越したい

わからない 無回答他

n=202

n=116

n=209

n=226

n=188

n=349

 

  

6.7%

18.1%

46.7%

28.6%

0.0%

1.0%

24.3%

41.7%

32.0%

1.0%

0% 20% 40% 60%

ずっと住み続けたい（ぜひ住みたい）

できれば住み続けたい（できれば住み

たい）

住み続けたくない（住みたくない）

わからない

無回答他

男

女

男性n=105,女性n=103（市内居住者の男女別集計）
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③ 住宅種類別集計（市民） 

37.5%

44.5%

19.9%

25.5%

23.1%

22.2%

25.8%

18.8%

41.4%

36.7%

43.5%

41.8%

30.8%

33.3%

43.9%

31.3%

6.9%

5.5%

12.3%

14.3%

7.7%

11.1%

10.6%

18.8%

1.1%

0.9%

1.6%

2.0%

15.4%

6.3%

9.9%

10.1%

19.9%

13.3%

7.7%

33.3%

19.7%

12.5%

3.2%

2.3%

2.8%

3.1%

15.4%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自身で購入した住宅

相続した住宅

両親の保有する住宅

借家、賃貸マンション、アパート

社宅、官舎、寮

市営住宅

その他

無回答他

ずっと住み続けたい できるなら住み続けたい
いずれは市外に引っ越したい すぐにでも市外に引っ越したい
わからない 無回答他

n=565

n=218

n=317

n= 13

n= 9

n= 16

n= 98

n= 66

 

 

（３）継続居住を希望する理由 

・市民アンケートでは「地域になじみや愛着がある」、「現在の住宅に満足している」の回

答が多く、高校生アンケートでは「生まれ育ったまちで暮らしたい」、「自然環境に恵ま

れている」が多く、学生アンケートでは「買い物・医療などの日常生活の利便性」、「自

然に恵まれている」を多くあげている。（図 2-9①、図 2-10①、図 2-11①） 

・男女を比較してみると、市民アンケートでは男性は「地域になじみや愛着がある」が多

く、女性は「買い物や医療などの日常生活が利便」「子育てしやすい環境」が多い。（図

2-9②） 

高校生アンケートでは、男性は「自然環境に恵まれている」「生まれ育ったまちで暮らし

たい」が多く、女性は「地域住民との関係がよい」が多い。（図 2-10②） 

学生アンケートでは、男性は日常生活・交通の利便性、教育・研究機関の充実、まちの

にぎわいを評価し、女性は地域住民との関係や愛着などを評価している。（図 2-11②） 

・市民アンケートで年齢別に比較すると、若い世代は「子育てしやすい環境がある」や「通

勤・通学に便利」をあげている。（図 2-9③） 

・学生アンケートで市内居住者と市外居住者を比較すると、射水市内居住者は日常生活の

利便性、自然環境、地域の愛着などを評価し、市外居住者は、教育・研究機関の充実、

まちのにぎわい、地域住民との関係などを市内居住者よりも多く評価している。（図 2-

11③） 

 

 

  

（市民 Q9、高校生 Q18、学生 Q14） 
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図 2-9 射水市に継続居住を希望する理由（市民） 

① 単純集計（市民） 

44.0%

11.7%

10.9%

29.4%

13.2%

17.1%

18.5%

1.0%

7.0%

9.8%

3.9%

20.0%

3.5%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域になじみや愛着があるから

隣近所のつきあいが良いから

子育てしやすい環境にあるから

現在の住宅に満足しているから

通勤・通学に便利だから

買い物や医療など日常生活が便利だから

生活環境が良いから

教育環境が良いから

交通の便が良いから

緑や自然環境に恵まれているから

老後の生活が安心だから

ほかに行くところがないから

その他

無回答他

n=980

 

② 男女別集計（市民） 

51.2%

11.9%

6.6%

29.1%

15.3%

12.9%

19.2%

1.0%

8.3%

9.2%

4.9%

21.1%

2.7%

0.2%

40.7%

12.2%

14.8%

31.0%

12.2%

21.4%

18.9%

1.1%

6.4%

10.7%

3.2%

18.9%

4.3%

0.2%

0% 20% 40% 60%

地域になじみや愛着があるから

隣近所のつきあいが良いから

子育てしやすい環境にあるから

現在の住宅に満足しているから

通勤・通学に便利だから

買い物や医療など日常生活が便利だから

生活環境が良いから

教育環境が良いから

交通の便が良いから

緑や自然環境に恵まれているから

老後の生活が安心だから

ほかに行くところがないから

その他

無回答他

男

女

男n=412,女n=533

 

 

  

男性が多い 女性が多い 
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③ 年齢別集計（市民） 

47.7%

39.6%

36.4%

47.7%

51.5%

45.7%

45.0%

8.3%

7.1%

10.9%

13.1%

13.7%

16.6%

12.0%

26.6%

31.3%

13.2%

0.5%

1.5%

11.2%

22.0%

25.8%

38.0%

30.8%

31.9%

31.7%

30.2%

18.3%

27.5%

22.5%

12.3%

4.9%

2.0%

13.5%

20.2%

20.9%

11.6%

14.6%

18.1%

18.6%

17.6%

15.6%

16.5%

23.3%

24.6%

15.7%

20.1%

19.0%

2.8%

2.7%

0.8%
0.5%

1.0%

7.3%

6.0%

6.2%
7.7%

7.4%

8.0%

7.1%

9.2%

5.5%

6.2%

9.2%

14.7%

13.1%

10.1%

1.6%
2.3%

2.3%

3.9%

10.6%

4.0%

8.3%

14.8%

16.3%

20.0%

25.5%

29.6%

20.4%

3.7%

7.7%

3.1%

3.1%

1.5%

2.5%

3.6%

0.9%

0.5%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

合計

地域になじみや愛着があるから 隣近所のつきあいが良いから
子育てしやすい環境にあるから 現在の住宅に満足しているから
通勤・通学に便利だから 買い物や医療など日常生活が便利だから
生活環境が良いから 教育環境が良いから
交通の便が良いから 緑や自然環境に恵まれているから
老後の生活が安心だから ほかに行くところがないから
その他 無回答他

n=109

n=182

n=129

n=130

n=204

n=199

n=953

 

 

④ 地域別集計（市民） 

27.7%

18.8%

27.1%

19.5%

34.6%

23.1%

7.5%

4.9%

6.6%

7.1%

6.2%

5.3%

7.0%

4.4%

5.0%

5.7%

19.1%

12.6%

14.7%

16.2%

26.9%

15.5%

5.6%

8.8%

5.9%

5.8%

3.8%

6.9%

3.2%

12.4%

8.4%

13.7%

7.7%

9.0%

6.7%

11.5%

7.3%

14.5%

7.7%

9.7%

0.7%
0.5%

0.7%

0.0%

0.5%

0.5%

5.8%

3.7%

5.0%

3.7%

4.4%

5.5%

7.7%

2.5%

7.7%

5.2%

2.5%

2.3%

1.5%

1.2%

2.0%

14.7%

7.7%

11.0%

7.9%

11.5%

10.5%

2.1%

2.0%

1.1%

1.7%

1.8%

0.0%

0.3%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新湊地区

小杉地区

大門地区

大島地区

下地区

合計

地域になじみや愛着があるから 隣近所のつきあいが良いから
子育てしやすい環境にあるから 現在の住宅に満足しているから
通勤・通学に便利だから 買い物や医療など日常生活が便利だから
生活環境が良いから 教育環境が良いから
交通の便が良いから 緑や自然環境に恵まれているから
老後の生活が安心だから ほかに行くところがないから
その他 無回答他

n=430

n=487

n=196

n=156

n= 24

n=1,851

 

  

子育てしやすい環境 通勤・通学便利 

地域愛着が深まる 転居意欲・動機が下がる 
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図 2-10 射水市に継続居住を希望する理由（高校生） 

① 単純集計（高校生） 

30.0%
8.0%
8.0%

0.0%
4.0%

38.0%
12.0%

0.0%
0.0%

28.0%
42.0%

8.0%
0.0%

0% 20% 40% 60%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があるから

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実しているから

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

n=90

 

② 男女別集計（高校生） 

15.4%

5.1%

5.1%

0.0%

2.6%

28.2%

2.6%

0.0%

0.0%

15.4%

30.8%

2.6%

0.0%

18.4%

4.1%

4.1%

0.0%

2.0%

14.3%

10.2%

0.0%

0.0%

16.3%

16.3%

6.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があるから

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実しているから

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

男

女

男n=39,女n=49

 

 

 

  

男性が多い 女性が多い 
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図 2-11 射水市に継続居住を希望する理由（学生） 

① 単純集計（学生） 

 

② 男女別集計（学生） 

43.2%

13.5%

16.2%

2.7%

37.8%

2.7%

5.4%

10.8%

18.9%

5.4%

2.7%

32.4%

2.7%

8.1%

2.7%

5.4%

37.8%

21.6%

5.4%

24.3%

21.6%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があるから

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実しているから

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

 

 

③ 射水市内居住者・市外居住者別集計（学生） 

40.4%

9.6%

9.6%

1.9%

5.8%

40.4%

7.7%

1.9%

3.8%

13.5%

26.9%

3.8%

1.9%

31.8%

4.5%

18.2%

31.8%

22.7%

4.5%

18.2%

9.1%

4.5%

9.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があるから

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実しているから

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

射水市内居住者

射水市外居住者

射水市内n=208,射水市外n=388

 

37.8%

8.1%

12.2%

1.4%

4.1%

37.8%

12.2%

2.7%

8.1%

12.2%

20.3%

5.4%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

買い物や医療など日常生活が便利だから

交通機関が便利だから

教育・研究機関が充実しているから

雇用環境が充実し、希望する仕事や会社があるから

防犯・防災対策が充実しているから

自然環境に恵まれているから

地域住民との関係がよいから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が充実しているから

まちのにぎわいがあるから

射水市に愛着があるから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

n=74

男性が多い 女性が多い 

市内居住者が多い 市外居住者が多い 
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（４）転居を希望する理由 

・市民アンケートでは「地域になじみや愛着がない」、「交通の便が悪い」が多く、高校生

アンケートでは、「趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足している」が多く、学生アン

ケートでは「交通機関」や「買い物や医療など日常生活」の不便を多くあげている。（図

2-12①、図 2-13①、図 2-14①） 

・男女別にみると、男性は「通勤･通学が不便」や「仕事の関係（転勤等）」が多いのに対

し、女性は「地域への愛着のなさ」「近所つきあいのわずらわしさ」「交通･通学不便」な

どが多い。（図 2-12②） 

・市民アンケートで年齢別に比較すると、18歳から 20歳代は「通勤･通学不便」、30歳代

は「地域への愛着のなさ」、40歳代は「交通の不便」、50歳代は「老後の生活不安」、60

歳代は「日常生活の不便」、70歳以上は「交通の不便」を多くあげている。（図 2-12③） 

また、地域別に比較すると、新湊地区、大島地区では「交通の不便」を、大門地区では

「地域に愛着なし」、下地区では「日常生活不便」、小杉地区では「その他」が多い。（図

2-12④） 

・学生アンケートにおいて射水市内居住者と市外居住者別にみると、射水市内居住者は「交

通の不便」や「余暇を楽しむ機会の不足」などを多くあげ、市外居住者は「日常生活不

便」や「まちの賑わいのなさ」「市への愛着のなさ」を多くあげている。（図 2-14） 

 

図 2-12 転居希望の理由（市民） 

① 単純集計（市民） 

26.6%

18.7%

1.4%

7.2%

12.9%

21.6%

3.6%

2.2%

33.1%

0.0%

10.8%

24.5%

19.4%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

地域になじみや愛着がないから

隣近所のつきあいがわずらわしいから

子育てしにくい環境にあるから

現在の住宅に不満を抱いているから

通勤・通学に不便だから

買い物や医療など日常生活が不便だから

生活環境が悪いから

教育環境が悪いから

交通の便が悪いから

緑や自然環境に乏しいから

仕事の関係（転勤等）で仕方ないから

老後の生活が不安だから

その他

無回答他

n=139

 

  

（市民 Q10、高校生 Q19、学生 Q15） 



 

16 

② 男女別集計（市民） 

22.6%

13.2%

0.0%

7.5%

20.8%

20.8%

3.8%

1.9%

24.5%

0.0%

17.0%

22.6%

17.0%

3.8%

31.6%

24.1%

2.5%

7.6%

8.9%

21.5%

3.8%

2.5%

39.2%

0.0%

7.6%

26.6%

22.8%

0.0%

0% 20% 40% 60%

地域になじみや愛着がないから

隣近所のつきあいがわずらわしいから

子育てしにくい環境にあるから

現在の住宅に不満を抱いているから

通勤・通学に不便だから

買い物や医療など日常生活が不便だから

生活環境が悪いから

教育環境が悪いから

交通の便が悪いから

緑や自然環境に乏しいから

仕事の関係（転勤等）で仕方ないから

老後の生活が不安だから

その他

無回答他

男

女

男n=53,女n=79

 

 

② 年齢別集計（市民） 

 

  

通勤･通学不便 

地域に愛着なし 

その他 

交通不便 

老後生活不安 

老後生活不安 

日常生活不便 

交通不便 

男性が多い 女性が多い 
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③ 地域別集計（市民） 

13.3%

12.5%

22.7%

13.0%

12.5%

11.4%

8.3%

11.4%

8.7%

12.5%

1.4%

2.3%

2.9%

5.6%

2.3%

4.3%

12.5%

5.7%

9.7%

2.3%

13.0%

12.5%

14.3%

6.9%

9.1%

13.0%

25.0%

1.0%

2.8%
2.3%

12.5%

1.0%

1.4%

2.3%

22.9%

13.9%

11.4%

21.7%

12.5%

3.8%

8.3%

9.1%

4.3%

15.2%

11.1%

15.9%

8.7%

8.6%

16.7%

9.1%

8.7%

1.4%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新湊地区

小杉地区

大門地区

大島地区

下地区

地域になじみや愛着がないから 隣近所のつきあいがわずらわしいから
子育てしにくい環境にあるから 現在の住宅に不満を抱いているから

通勤・通学に不便だから 買い物や医療など日常生活が不便だから
生活環境が悪いから 教育環境が悪いから

交通の便が悪いから 緑や自然環境に乏しいから
仕事の関係（転勤等）で仕方ないから 老後の生活が不安だから

その他 無回答他

n=105

n= 72

n= 44

n= 23

n= 8

 

図 2-13 転居希望の理由（高校生） 

30.0%

30.0%

0.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

80.0%

30.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物や医療など日常生活が不便だから

交通機関が不便だから

教育・研究機関が不足しているから

雇用環境が不足し、希望する仕事や会社がないから

防犯・防災対策が不十分だから

自然環境が良くないから

地域住民との関係がよくないから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足しているから

まちのにぎわいがないから

射水市に愛着がないから

生まれ育ったまちで暮らしたいから

その他

無回答他

n=10

 

図 2-14 転居希望の理由（学生） 

① 単純集計（学生） 

 

  

33.5%

49.2%

2.0%

5.6%

1.0%

2.5%

1.0%

23.4%

16.2%

26.4%

16.8%

6.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物や医療など日常生活が不便だから

交通機関が不便だから

教育・研究機関が不足しているから

雇用環境が不足し、希望する仕事や会社がないから

防犯・防災対策が不充分だから

自然環境が良くないから

地域住民との関係がよくないから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足している…

まちのにぎわいがないから

射水市に愛着がないから

生まれ育ったまちで暮らしたくないから

その他

無回答他

n=197

交通不便 

日常生活不便 

交通不便 

地域に愛着なし 

その他 
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② 男女別集計（学生） 

26.3%

40.0%

2.5%

6.3%

2.5%

3.8%

1.3%

28.8%

17.5%

33.8%

17.5%

7.5%

3.8%

37.9%

56.0%

1.7%

4.3%

1.7%

0.9%

19.8%

15.5%

21.6%

16.4%

5.2%

0% 20% 40% 60%

買い物や医療など日常生活が不便だから

交通機関が不便だから

教育・研究機関が不足しているから

雇用環境が不足し、希望する仕事や会社がないから

防犯・防災対策が不充分だから

自然環境が良くないから

地域住民との関係がよくないから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足しているから

まちのにぎわいがないから

射水市に愛着がないから

生まれ育ったまちで暮らしたくないから

その他

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

 

 

③ 射水市内居住者・市外居住者別集計 

29.3%

55.4%

1.1%

6.5%

1.1%

3.3%

28.3%

12.0%

18.5%

17.4%

4.3%

38.0%

44.0%

3.0%

4.0%

1.0%

2.0%

2.0%

20.0%

17.0%

34.0%

17.0%

8.0%

3.0%

0% 20% 40% 60%

買い物や医療など日常生活が不便だから

交通機関が不便だから

教育・研究機関が不足しているから

雇用環境が不足し、希望する仕事や会社がないから

防犯・防災対策が不充分だから

自然環境が良くないから

地域住民との関係がよくないから

趣味や文化等余暇を楽しめる機会が不足しているから

まちのにぎわいがないから

射水市に愛着がないから

生まれ育ったまちで暮らしたくないから

その他

無回答他

射水市内居住者

射水市外居住者

射水市内n=208,射水市外n=388

 

  

男性が多い 女性が多い 

市内居住者が多い 市外居住者が多い 
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３ 就労環境（市民） 

（１）現在の職場環境の改善要望（市民） 

・「休暇を取りにくい」が最も多く、次いで「残業が多い」、「会社の休日が少ない」、「福利

厚生がしっかりしていない」が多くあげられている。（図 2-15①） 

・男女別にみると、休暇取得に関して女性より男性の方が取りにくいと答える比率が総体

的に高い。（図 2-15②） 

・年齢別にみると、18歳～49歳の若手～中堅世代にて休暇が取りにくく（「休日が少ない」

「残業が多い」の回答も多い）、50 歳以降は年齢が高まるにしたがって取りにくい状況

が低下している。年齢 20歳台～30歳台の子育て世代は、「育児休暇がとりにくい」が多

く、50 歳台～60 歳台は「定年以降の安定した雇用の制度がない」が多い。（図 2-15③） 

・会社（勤務先）の従業員規模別に比較すると、規模が大きいほど残業が多く、小さいほ

ど福利厚生がしっかりしていな傾向が見られる。（図 2-15④） 

・回答数（サンプル数）の比較的多い業種について職場環境を比較すると、「会社の休日が

少ない」は建築・土木・建設関係、福祉・介護関係に比較的多く、「残業が多い」は公務

員・団体職員、教育・保育関係に比較的多く、「休暇を取りにくい」はどの業種でも多い

がとりわけ医療関係に比較的多く見られる。（図 2-15⑤） 

図 2-15 改善して欲しい職場環境問題（市民） 

① 単純集計（市民） 

6.3%

7.8%

16.1%

17.6%

29.7%

6.6%

15.2%

10.1%

19.9%

21.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

育児休暇がとりにくい

時短制度がない

会社の休日が少ない

残業が多い

休暇を取りにくい

介護休業制度がない

福利厚生がしっかりしていない

定年以降の安定した雇用の制度が …

その他

無回答他

n=888

 

② 男女別集計（市民） 

 

10.1%

7.6%

17.4%

18.9%

32.1%

8.1%

15.7%

13.6%

14.9%

19.2%

3.1%

7.9%

15.1%

16.6%

27.6%

5.4%

15.1%

7.5%

23.9%

22.8%

0% 10% 20% 30% 40%

育児休暇がとりにくい

時短制度がない

会社の休日が少ない

残業が多い

休暇を取りにくい

介護休業制度がない

福利厚生がしっかりしていない

定年以降の安定した雇用の制度がない

その他

無回答他

男

女

男女不詳を除くn=878（男n=396,女n=482)

（市民 Q15） 

男性が多い 女性が多い 
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③ 年齢別集計（市民） 

5.7%

7.4%

3.2%

2.0%

1.0%

1.9%

7.8%

4.9%

5.6%

4.5%

3.9%

3.7%

13.5%

10.7%

13.3%

11.1%

7.3%

16.1%

13.6%

15.3%

8.2%

6.8%

20.3%

19.9%

22.5%

20.1%

15.6%

14.8%

2.6%

3.1%

6.4%

4.9%

6.3%

1.9%

9.9%

10.7%

8.4%

10.7%

10.7%

9.3%

2.6%

5.6%

6.4%

9.4%

11.2%

1.9%

14.1%

14.3%

10.0%

12.3%

14.1%

18.5%

7.3%

9.7%

8.8%

16.8%

22.9%

48.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

育児休暇がとりにくい 時短制度がない
会社の休日が少ない 残業が多い
休暇を取りにくい 介護休業制度がない
福利厚生がしっかりしていない 定年以降の安定した雇用の制度がない
その他 無回答他

n=118

n=231

n=161

n=163

n=163

n= 49

 

④ 会社規模別集計（市民） 

4.6%

2.5%

5.0%

4.8%

6.7%

5.8%

4.6%

5.4%

7.1%

15.2%

14.2%

9.0%

4.2%

11.5%

13.1%

16.5%

18.8%

23.5%

22.3%

19.2%

3.8%

5.8%

5.8%

3.5%

15.8%

12.3%

8.8%

8.1%

5.8%

9.1%

6.5%

6.7%

13.3%

9.1%

9.2%

19.0%

20.0%

5.3%

10.4%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10人未満

10～29人

30～99人

100人以上

育児休暇がとりにくい 時短制度がない
会社の休日が少ない 残業が多い
休暇を取りにくい 介護休業制度がない
福利厚生がしっかりしていない 定年以降の安定した雇用の制度がない
その他 無回答他

n=174

n=231

n=161

n=163

 

⑤ 主要な業種別集計（市民） 

3.9%

4.5%

4.8%

2.6%

5.1%

5.8%

1.2%

5.7%

3.9%

5.6%

8.1%

3.3%

1.3%

5.0%

4.9%

6.6%

17.6%

11.2%

9.7%

11.8%

3.8%

13.2%

17.1%

2.8%

9.8%

12.9%

9.7%

9.2%

16.5%

13.2%

9.8%

23.6%

14.7%

20.3%

19.4%

18.3%

21.5%

23.1%

20.7%

20.8%

3.9%

5.6%

9.7%

3.9%

3.8%

3.3%

3.7%

0.9%

11.8%

10.5%

9.7%

13.7%

6.3%

11.6%

13.4%

5.7%

5.9%

8.4%

1.6%

7.2%

8.9%

4.1%

2.4%

9.4%

10.8%

12.9%

9.7%

15.0%

10.1%

9.1%

13.4%

11.3%

17.6%

8.0%

17.7%

15.0%

22.8%

11.6%

13.4%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建築・土木・建設…

工業・製造業関係

卸売関係

飲食業・販売業関係

教育・保育関係

医療関係

福祉・介護関係

公務員・団体職員

育児休暇がとりにくい 時短制度がない

会社の休日が少ない 残業が多い

休暇を取りにくい 介護休業制度がない

福利厚生がしっかりしていない 定年以降の安定した雇用の制度がない

その他 無回答他

n=73

n=176

n=39

n=106

n=57

n=66

n=57

n=74
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（２）働きたいが条件に合う仕事がない理由（市民） 

・専業主婦（主夫）や無職の人で、働く意欲がありながら、条件に合う仕事がないと答え

た人の理由をみると、「年齢」が最も多く、次いで「就業時間」などとなっている。「身

体的障害」にも注目される。 

図 2-16 就業条件が合わない理由（市民） 

48.9%

0.0%

24.4%

4.4%

31.1%

22.2%

24.4%

22.2%

8.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

年齢

性別

身体的障害

給料

就業時間

就業日数

就業場所

職種

その他

無回答他

n=45

 

（３）定年後の就労希望（市民） 

・男女とも半数以上の人が定年後の就労を希望している。 

・年齢別にみると、70歳未満の人は、年齢が高まるにしたがって定年後の就労を希望して

おり、70歳を超えると希望の割合が減っている。 

図 2-17 定年後の就労希望（市民） 

① 男女別集計             ② 年齢別集計 

42.4%

50.6%

52.8%

55.8%

63.2%

49.0%

50.0%

38.1%

35.4%

29.4%

18.4%

10.2%

7.6%

11.3%

11.8%

14.7%

18.4%

40.8%

0% 50% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

希望する 希望しない 無回答他

n=118

n=231

n=161

n=163

n=163

n= 49

 

（４）働くために必要な条件（市民） 

・専業主婦（主夫）、無職、学生の人は、働くために必要な条件として、「短時間の柔軟な

勤務が可能」、「自分の知識や経験が活かせる」を多くあげている。 

図 2-18 働くために必要な就業条件（市民） 

18.8%

4.2%

5.3%

2.9%

13.3%

7.4%

11.9%

10.1%

7.4%

0% 5% 10% 15% 20%

短時間等の柔軟な勤務が可能なこと

保育園等へ子どもを預けられること

正社員であること

アルバイト、パートであること

自分の知識や経験が活かせること

希望の職種であること

勤務先が家から近いこと

一定の収入が得られること

その他

（無回答を除く） n=173

 

56.1%

31.8%

12.1%

51.2%

32.4%

16.4%

0% 50% 100%

希望する

希望しない

無回答他
男

女

男女不詳を除くn=878(男n=396,女n=482)

（市民 Q16.2） 

（市民 Q14） 

（市民 Q17） 
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４ 進路希望（高校生、学生） 

 

（１）卒業後の進路希望（高校生・学生） 

・高校生アンケートでは、「進学」88.9％、「就職」（6.7％）、「未定」（2.2％）となってい

る。 

・学生アンケートでは、「就職」53.0％、「進学」16.4％、「未定」23.3％となっている。  

 

図 2-19  卒業後の進路希望（高校生、学生） 

① 高校生               ② 学生 
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（２）進学希望先（高校生） 

・高校卒業後の進学先は、「大学」が 80.0％と最も高く、「専門学校」12.5％、「短期大学」

7.5％となっている。(図 2-20①) 

・行き先は、射水市内も含めた富山県内の割合が 26.3％に対し、県外の割合が 72.6％にな

っており、中でも「東京圏」が 32.5％を占めている。 (図 2-20①) 

 

図 2-20  進学希望先とその所在地（高校生） 

① 進学希望先            ② 進学希望先の所在地 
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【男女別集計】 

・男性は大学進学、女性は短期大学、専門学校への進学希望がやや多い。（図 2-21①） 

・進学希望先で射水市内、東京圏、関西圏、中京圏、その他国内を答えた人は男性が多い。

富山県内、北陸地方を答えた人は女性が多い。（図 2-21②） 

県内 26.3％ 

県外 72.6％ 

（高校生 Q2、学生 Q2） 

（高校生 Q3,Q4） 
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図 2-21  進学希望先とその所在地（高校生）・・・男女別集計 

① 進学希望先            ② 進学希望先の所在地 

 

（３）進学希望先の選択理由（高校生） 

・「学びたい分野の学部等がある」、「将来の選択肢を広げることが可能」を多くあげている。

(図 2-22①) 

・男女の違いに着目してみると、男性は「将来の選択肢を広げることができる」「設備、環

境が整っている」「自分の学力と合っている」などを多くの人があげている。女性は「教

育方針や校風が良い」「資格取得に有利である」「自宅から通うことができる」などを多

くの人があげている。(図 2-22②) 

・進路先の検討に際しての家族からの条件や希望について、男女の違いに着目してみると、

「経済的に国公立のみ（学費の安い所のみ）」の条件は男女ともに多いが、男性の方が女

性より多くあげている。女性は「富山県内の学校」「遠い地方は不可」「一人暮らしは不

可」「就職は地元ですること」などを男性より多くあげている。(図 2-23) 

 

図 2-22  進路希望先の選択理由（高校生） 

① 単純集計（高校生） 
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② 男女別集計（高校生） 
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図 2-23  進路先の検討に際しての家族からの条件や希望（高校生）男女別 
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（４）就職希望業種（高校生、学生） 

・高校生アンケートでは、「教育・保育関係」が最も多く、次いで「公務員・団体職員」と

なっている。射水市の強みである「工業・製造業関係」や成長産業である「情報・通信・

ＩＴ関係」は比較的少ない。(図 2-24①) 

・学生アンケートでは、「公務員・団体職員」を除いては、回答者が在籍する学部・学科に

関係の深い業種をあげている。具体的には「医療関係」や「ＩＴ関係」などの割合が高

い。(図 2-24②) 

【男女集計】 

・高校生アンケートでは、男性は「建築・土木・建設関係」「工業・製造業関係」「情報・

通信・ＩＴ関係」「公務員・団体職員」などが女性より多い。女性は「医療関係」「教育・

保育関係」「観光・旅行・ホテル関係」などが男性より多い。（図 2-25①） 

・学生アンケートでは、男性は「建築・土木・建設関係」「工業・製造業関係」「情報・通

信・ＩＴ関係」が多い。女性は「医療関係」「福祉・介護関係」「教育・保育関係」が多

い。また観光・旅行ホテル関係」「公務員・団体職行く」も多い。（図 2-25②） 

 

図 2-24 就職希望業種（高校生、学生） 

① 高校生                 ② 学生 

0.0%

8.9%

10.0%

11.1%

3.3%

3.3%

11.1%

4.4%

23.3%

3.3%

7.8%

4.4%

2.2%

6.7%

4.4%

7.8%

20.0%

3.3%

10.0%

1.1%

1.1%

8.9%

3.3%

5.6%

0% 10% 20% 30%

農林業・漁業・畜産業関係

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

航空・船舶・運輸業関係

金融・証券・保険関係

医療関係

福祉・介護関係

教育・保育関係

動物・ペット関係

学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係

報道・芸能・広告関係

飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

 

1.6%

5.7%

14.6%

22.3%

4.1%

3.9%

26.7%

4.8%

12.8%

1.6%

6.6%

2.5%

3.8%

7.4%

3.1%

12.1%

21.8%

2.8%

7.7%

2.0%

3.9%

11.0%

2.5%

0.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

農林業・漁業・畜産業関係

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

航空・船舶・運輸業関係

金融・証券・保険関係

医療関係

福祉・介護関係

教育・保育関係

動物・ペット関係

学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係

報道・芸能・広告関係

飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

n=610

  

  

n=90 

（高校生 Q8、学生 Q3） 



 

26 

図 2-25 就職希望業種（高校生、学生）・・・男女別集計 

① 高校生                 ② 学生 
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（５）就職希望地域（高校生、学生） 

・高校生アンケートでは、「射水市内」10.0％、「富山県内」33.3％、「富山県外」24.5％、

「希望なし」26.7％となっている。「希望なし」の人を射水市内に積極的に取り込むよう

な方策が重要と考えられる。(図 2-26①) 

男女の違いに着目してみると、男性は「射水市内」「東京圏」「北陸地方」などが女性よ

り多く、女性は「富山県内」などが男性より多い。（図 2-27①） 

・学生アンケートでは、それぞれの学生の出身地を多く希望していることが特徴としてみ

られ、射水市出身者は 20.3％の人が「射水市内」を希望しているのに対し、市外出身者

のほとんどが「射水市内」を希望していない状況になっている。 (図 2-26②) 

男女の違いに着目してみると、男性は「中京圏」「その他国内」、女性は「東京圏」「関西

圏」「北陸地方」が多い。（図 2-27②） 

 

  

（高校生 Q9、学生 Q4、） 

男性が多い 女性が多い 
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図 2-26  就職希望地域（高校生、学生） 

① 高校生                 ② 学生（射水市出身者） 
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③ 学生（富山県他市町村出身者）      ④ 学生（富山県外出身者） 
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図 2-27  就職希望地域（高校生、学生）・・・男女別 

① 高校生                 ② 学生 
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【就職希望業種と就職希望地域とのクロス集計】 

○学生アンケート 

・射水市内及び県内希望者（実数）の多い業種は、「医療関係」「情報・通信・ＩＴ関係」

「教育・保育関係」「工業・製造業関係」「福祉・介護関係」「公務員・団体職員」「事務

職系」「建築・土木・建設関係」などとなっている。（図 2-28①） 

・県外希望者（実数）の多い業種は、「公務員・団体職員」「医療関係」「観光・旅行・ホテ

ル関係」「情報・通信・ＩＴ関係」などとなっている。（図 2-28①） 

・業種ごとの希望先別構成比でみると、射水市を含む富山県内希望 50％以上の業種は「教

育・保育関係」のみとなっている。一方県外希望 50％以上の業種は「飲食業・販売業関

係」「公務員・団体職員」「「金融・証券・保険関係」「利用・美容・ファッション関係」

「事務職系」「専門職系」「医療関係」「建築・土木・建設関係」などとなっている。（図

2-28②） 

学生アンケート（就職希望業種と就職希望地域とのクロス集計）・・・回答数 

就職希望地域  

就職希望業種 

射 水 市

内 

富 山 県

内 

県外 特に地

域の希

望なし 

無 回 答

他 

合計 

計 東京圏 関西圏 
北陸地

方 
中京圏 

その他

国内 
国外 

農林業・漁業・畜産業関係 2 2 5 1 1 1 0 1 1 1 0 10 

建築・土木・建設関係 3 14 13 2 0 5 3 2 1 5 0 35 

工業・製造業関係 4 28 40 8 2 3 18 8 1 17 0 89 

情報・通信・ＩＴ関係 4 49 47 15 3 8 10 9 2 34 2 136 

航空・船舶・運輸業関係 0 3 15 2 4 2 2 2 3 7 0 25 

金融・証券・保険関係 0 4 13 8 2 0 1 1 1 7 0 24 

医療関係 6 75 55 15 3 18 8 7 4 26 1 163 

福祉・介護関係 4 19 4 1 0 2 0 1 0 2 0 29 

教育・保育関係 3 34 21 10 2 2 3 1 3 19 1 78 

動物・ペット関係 1 3 3 1 1 1 0 0 0 3 0 10 

学術・研究・芸術関係 0 8 18 6 4 0 3 3 2 14 0 40 

スポーツ関係 0 3 9 4 0 2 0 0 3 3 0 15 

理容・美容・ファッション関係 0 10 8 3 2 0 0 2 1 5 0 23 

報道・芸能・広告関係 0 2 30 16 7 2 1 1 3 12 1 45 

飲食業・販売業関係 0 7 7 6 1 0 0 0 0 5 0 19 

観光・旅行・ホテル関係 0 8 48 18 11 4 3 2 10 18 0 74 

公務員・団体職員 0 22 77 34 12 10 6 10 5 32 2 133 

専門職系 1 3 10 2 3 1 0 1 3 3 0 17 

業種は決まっていないが、事務職系 3 18 14 8 0 1 3 2 0 11 1 47 

業種は決まっていないが、営業職系 0 3 2 1 0 0 0 0 1 7 0 12 

起業家・自営業者・経営者 0 5 14 2 4 0 0 2 6 5 0 24 

わからない 2 17 23 6 3 5 3 2 4 23 2 67 

その他 1 3 2 1 1 0 0 0 0 8 1 15 

無回答他 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4 5 

合計 34 340 479 171 66 67 64 57 54 267 15 1135 

 

○高校生アンケート 

・全体のサンプル数が少ないので、10人以上が回答した業種についてみると、射水市を含

む富山県内を希望する割合が 50％を超えているのは「医療関係」のみで、他の業種は県

外希望が多い。（図 2-29②） 
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図 2-28 就職希望業種と就職希望地域（学生） 

① 業種別希望地域別回答実数（学生） 
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24
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74

133

17

47
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67

15

5
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農林業・漁業・畜産業関係

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

航空・船舶・運輸業関係

金融・証券・保険関係

医療関係

福祉・介護関係

教育・保育関係

動物・ペット関係

学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係

報道・芸能・広告関係

飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

射水市内 富山県内 県外 特に地域の希望はない 無回答他 合計
 

② 業種別希望地域別回答構成比（学生） 

0

20.0%

8.6%

4.5%

2.9%

3.7%

13.8%

3.8%

10.0%

5.9%

6.4%

3.0%

6.7%

0

20.0%

40.0%

31.5%

36.0%

12.0%

16.7%

46.0%

65.5%

43.6%

30.0%

20.0%

20.0%

43.5%

4.4%

36.8%

10.8%

16.5%

17.6%

38.3%

25.0%

20.8%

25.4%

20.0%

0

50.0%

37.1%

44.9%

34.6%

60.0%

54.2%

33.7%

13.8%

26.9%

30.0%

45.0%

60.0%

34.8%

66.7%

36.8%

64.9%

57.9%

58.8%

29.8%

16.7%

58.3%

34.3%

13.3%

0

10.0%

14.3%

19.1%

25.0%

28.0%

29.2%

16.0%

6.9%

24.4%

30.0%

35.0%

20.0%

21.7%

26.7%

26.3%

24.3%

24.1%

17.6%

23.4%

58.3%

20.8%

34.3%

53.3%

0

1.5%

0.6%

1.3%

2.2%

1.5%

2.1%

3.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農林業・漁業・畜産業関係

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

航空・船舶・運輸業関係

金融・証券・保険関係

医療関係

福祉・介護関係

教育・保育関係

動物・ペット関係

学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係

報道・芸能・広告関係

飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

射水市内 富山県内 県外 特に地域の希望はない 無回答他

n=10
n=35
n=89
n=136
n=25
n=24
n=163
n=29
n=78
n=10
n=40
n=15
n=23
n=45
n=19
n=74
n=133
n=17
n=47
n=12
n=24
n=57
n=15
n= 5
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図 2-29 就職希望業種と就職希望地域（高校生） 

① 業種別希望地域別回答実数（高校生） 
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学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係
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飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

射水市内 富山県内 県外 特に地域の希望はない 無回答他 合計  

 

② 業種別希望地域別回答構成比（高校生） 
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4.8%

80.0%
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農林業・漁業・畜産業関係

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

航空・船舶・運輸業関係

金融・証券・保険関係

医療関係

福祉・介護関係

教育・保育関係

動物・ペット関係

学術・研究・芸術関係

スポーツ関係

理容・美容・ファッション関係

報道・芸能・広告関係

飲食業・販売業関係

観光・旅行・ホテル関係

公務員・団体職員

専門職系

業種は決まっていないが、事務職系

業種は決まっていないが、営業職系

起業家・自営業者・経営者

わからない

その他

無回答他

射水市内 富山県内 県外 特に地域の希望はない 無回答他

n= 8
n= 9

n= 0

n=10
n= 3
n= 3
n=10
n= 4
n=21
n= 3
n= 7
n= 4
n= 2
n= 6
n= 4
n= 7
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n= 3
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n= 1
n= 1
n= 8
n= 3
n= 5
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（６）就労への支援（学生） 

・全体では「若年者（新卒者）に対する就労支援」「求人・給食情報提供の充実」などが多

くあげられている。（図 2-30①） 

・男女別にみると、男性は「若年者（新卒者）に対する就労支援」「職業訓練・能力開発の

場の充実」が多く、女性は「企業面積会・企業説明会等のマッチングの創出」「求人・給

食情報提供の充実」が多い。総じて男性は能力開発等の支援、女性は情報提供等を求め

ていると捉えられる。（図 2-30②） 

図 2-30 取り組んでほしい就労支援（学生） 

① 単純集計（学生） 

49.7%

9.0%

5.9%

18.2%

18.5%

30.3%

15.2%

19.7%

0.3%

0.8%

0% 20% 40% 60%

若年者（新卒者）に対する就労支援

就職困難者（障がい者、高齢者等）の

就労支援

ＵＩターン希望者に対する就労支援

職業訓練・能力開発の場の充実

企業面接会・企業説明会等マッチン

グの創出

求人・求職情報提供の充実

求職仲介機能の強化（職業相談・職

業紹介、カウンセリング）

わからない

その他

無回答他

取り組んでほしい就労支援 n=610

 

② 男女別集計（学生） 

 

55.0%

10.0%

5.6%

25.1%

16.9%

28.1%

14.7%

16.0%

0.4%

46.3%

8.7%

6.2%

14.1%

19.2%

32.0%

15.7%

22.5%

0.5%

0.3%

0% 20% 40% 60%

若年者（新卒者）に対する就労支援

就職困難者（障がい者、高齢者等）の就

労支援

ＵＩターン希望者に対する就労支援

職業訓練・能力開発の場の充実

企業面接会・企業説明会等マッチングの

創出

求人・求職情報提供の充実

求職仲介機能の強化（職業相談・職業紹

介、カウンセリング）

わからない

その他

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

（学生 Q7） 

男性が多い 女性が多い 
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５ 結婚 

 

（１）結婚希望 

・市民アンケートでは、「既婚者」及び「結婚予定者」・「結婚希望者」を含めた割合が 83.0％

であり、「結婚するつもりがない」が僅か 4.0％である。(図 2-31) 

「結婚希望者」の結婚希望年齢は「25～29歳まで」が 45.0％、「30～34歳まで」が 24.4％

などとなっている。(図 2-32①) 

・高校生アンケートでは、結婚希望者の割合が 79.0％で、「結婚したいと思わない」人が

6.7％で市民アンケートよりやや多い。(図 2-32②)  

・学生アンケートでは、結婚希望者の割合が 78.9％で、「結婚したいと思わない」人が 8.2％

で市民アンケートよりやや多い。(図 2-32③) 

・男女別にみると、女性は 25 歳まで早めの結婚を多く望み、男性は時期の目標はもたず

「いずれ」を多くあげている。また男性は「結婚したいと思わない」や「わからない、

関心がない」も女性より多くあげている。図 2-32①②③） 

 

図 2-32  結婚希望（市民） 

238

3

131

18

48

4

6

53.1%

0.7%

29.2%

4.0%

10.7%

0.9%

1.3%

0% 20% 40% 60%

現在結婚している

具体的な結婚の予定がある

いずれは結婚したい

結婚するつもりはない

わからない、関心がない

その他

無回答他

n=448

 

 

図 2-32  結婚希望年齢（市民、高校生、学生） 

① 市民（単純集計）              市民（男女別集計） 

   

  

33.3%

28.1%

15.8%

3.5%

15.8%

3.5%

5.4%

54.1%

21.6%

9.5%

1.4%

6.8%

1.4%

0% 20% 40% 60%

20～24歳まで

25～29歳まで

30～34歳まで

35～39歳まで

40歳以上

わからない

無回答他

男

女

n=131

85.3％ 

4

59

32

16

3

14

3

3.1%

45.0%

24.4%

12.2%

2.3%

10.7%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20～24歳まで

25～29歳まで

30～34歳まで

35～39歳まで

40歳以上

わからない

無回答他

n=131

（市民 Q18,Q19、高校生 Q12、学生 Q8） 

男性が多い 女性が多い 
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② 高校生（単純集計）              高校生（男女別集計） 

 

0.0%

48.7%

38.5%

2.6%

7.7%

0.0%

2.6%

28.6%

12.2%

34.7%

8.2%

10.2%

0.0%

6.1%

0% 20% 40% 60%

25歳までに結婚したい

30歳までに結婚したい

いずれ結婚したいが、

時期はわからない

結婚したいと思わない

わからない、関心がな

い

既に結婚している

無回答他

男

女

男n=39,女n=49

  

 

③ 学生（単純集計）              学生（男女別集計） 

   

 

 

（２）結婚していない、希望しない理由（市民） 

・「適当な相手に出会う機会がない」が最も多く、次いで「経済的余裕がない」、「趣味や娯

楽を楽しみたい」が多い。(図 2-33①) 

・年齢別の違いに着目すると、10代は「まだ若い」「仕事や勉強に打ち込みたい」が多く、

20代は「趣味や娯楽を楽しみたい」が多く、30代は「経済的に余裕がない」「出会う機

会がない」が多くなっている。(図 2-33②) 

・男女別の違いに着目すると、男性は女性に比べ「経済的に余裕がない」が顕著に見られ

る。(図 2-33③) 

  

9.5%

28.6%

35.1%

11.7%

13.9%

0.4%

0.9%

31.4%

27.4%

24.4%

6.0%

8.9%

1.9%

0% 20% 40%

25歳までに結婚したい

30歳までに結婚したい

いずれ結婚したいが、時期はわから

ない

結婚したいと思わない

わからない、関心がない

既に結婚している

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

139
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8
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22.8%

27.9%

28.2%

8.2%

10.8%

1.3%

0.8%

0% 10% 20% 30%

25歳までに結婚したい

30歳までに結婚したい

いずれ結婚したいが、時期はわからない
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わからない、関心がない

既に結婚している

無回答他

n=610

78.9％ 

14

25

32

6

9

0

4

15.6%

27.8%

35.6%

6.7%

10.0%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

25歳までに結婚したい

30歳までに結婚したい
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結婚したいと思わない

わからない、関心がない

既に結婚している

無回答他

n=90

79.0％ 

（市民 Q20） 

男性が多い 女性が多い 

男性が多い 女性が多い 
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図 2-33  結婚しない理由（市民） 

① 単純集計（市民） 
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仕事や勉強が忙しく、考える余裕がないから

適当な相手に出会う機会がないから

結婚後の住居のめどが立たないから

親や周囲の同意が得られないから

転勤や転職の予定があるから

その他

無回答他

n=201

 

② 年代別集計（市民） 

23.4%

10.6%
14.9%

6.4%

8.5%

10.6%

19.1%

9.3%

7.3%9.3%

8.6%

13.9%
9.3%

17.2%

5.…

13.2%12.8%

9.4%

21.4%

24.8%

6.0%

0.0%

10. 0%

20. 0%

30. 0%

結婚するにはまだ若いから

結婚の必要性を感じないから

仕事や勉強に打ち込みたいから

自由さや気楽さを失いたくない

から

趣味や娯楽を楽しみたいから

経済的に余裕がないから

仕事や勉強が忙しく、考える余

裕がないから

適当な相手に出会う機会がない

から

結婚後の住居のめどが立たな

いから

親や周囲の同意が得られない

から

転勤や転職の予定があるから

その他

無回答他

（年代ごとの構成比の比較）

18～19歳

20～29歳

30～39歳

n=201

 

③ 男女別集計（市民） 

 

8.2%

16.5%

8.2%

12.4%

20.6%

32.0%

11.3%

26.8%

4.1%

1.0%

1.0%

5.2%

12.4%

16.3%

14.4%

14.4%

14.4%

15.4%

7.7%

8.7%

29.8%

1.9%

10.6%

20.2%

0% 10% 20% 30% 40%

結婚するにはまだ若いから

結婚の必要性を感じないから

仕事や勉強に打ち込みたいから

自由さや気楽さを失いたくないから

趣味や娯楽を楽しみたいから

経済的に余裕がないから

仕事や勉強が忙しく、考える余裕がないから

適当な相手に出会う機会がないから

結婚後の住居のめどが立たないから

親や周囲の同意が得られないから

転勤や転職の予定があるから

その他

無回答他

男

女

n=201
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（３）必要な婚活施策（市民） 

・婚活支援として必要と思う施策については、前問 Q20の回答にも対応して、「出会い交流

イベントの開催」、「経済的な助成」が多くあげられている。(図 2-34①) 

・男女別にみると、男性は女性よりも「経済的な助成」が相対的にやや多い。（図 2-34②） 

・年齢別にみると、18歳～29歳の人は「経済的な助成」が多く、30歳～39歳の人は出会

い・交流機会等の充実がやや多い。（図 2-34③） 

・未婚者・既婚者を比較すると、未婚者は「経済的助成」「結婚相談の充実」をあげる割合

が多いのに対し、既婚者は自身の経験等から「出会いや交流」機会と答える割合が多い。

（図 2-34④） 

図 2-34  必要な婚活施策（市民） 

① 単純集計（市民） 

48.9%

15.6%

11.2%

8.0%

27.9%

34.2%

2.7%

16.3%

3.6%

0% 20% 40% 60%

出会い交流イベントの開催

結婚相談の充実

地域の身近な紹介者のあっせん

企業の応援

企業間交流（独身者同士の交流）の促進

経済的な助成

その他

必要でない

無回答他

n=448

 

 

② 男女別集計（市民） 

47.4%

11.4%

16.0%

6.9%

27.4%

38.3%

4.6%

14.9%

2.9%

49.6%

18.3%

8.2%

9.0%

28.4%

31.7%

1.5%

16.8%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

出会い交流イベントの開催

結婚相談の充実

地域の身近な紹介者のあっせん

企業の応援

企業間交流（独身者同士の交流）の促進

経済的な助成

その他

必要でない

無回答他

男

女

男女不詳を除くn=443

 

 

  

（市民 Q21） 

男性が多い 女性が多い 
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③ 年齢別集計（市民） 

 

 

④ 未婚・既婚別集計（市民） 

 

 

  

47.8%

15.4%

8.2%

9.3%

22.0%

39.6%

1.6%

16.5%

3.3%

50.0%

15.9%

13.3%

7.2%

32.2%

30.7%

3.4%

15.5%

3.8%

0% 20% 40% 60%

出会い交流イベントの開催

結婚相談の充実

地域の身近な紹介者のあっせん

企業の応援

企業間交流（独身者同士の交流）の促進

経済的な助成

その他

必要でない

無回答他

18～29歳

30～39歳

年齢不詳を除くn=1296

24.1%

10.8%

6.8%

6.5%

13.9%

23.8%

2.2%

9.6%

2.2%

33.3%

7.8%

6.7%

3.3%

18.8%

17.6%

1.2%

9.3%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40%

出会い交流イベントの開催

結婚相談の充実

地域の身近な紹介者のあっせん

企業の応援

企業間交流（独身者同士の交流）の促進

経済的な助成

その他

必要でない

無回答他

未婚

既婚

年齢不詳を除くn=1296

未婚が多い 既婚が多い 

18～29 歳が多い 30～39 歳が多い 
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６ 子育て 

（１）理想の子ども数 

・市民アンケートでは、理想のこども数で「２人」をあげた人の割合が 46.9％と最も多く、

次いで「３人」が 39.4％、「４人」が 5.4％、「１人」が 2.9％となっている。 

これに対し、現実に子育て可能なこども数をきくと、「２人」が 58.1％、「３人」が 18.7％、

「１人」が 11.2％、「４人」が 3.7％となっている。(図 2-35) 

理想と現実の平均こども数を算出すると下表のようになり、理想より現実のこども数が

少ない傾向がわかる。 

平均子ども数（既婚者、未婚者別）・・・単位：人 
 

理想数 現実の子育て可能数 

未婚者 2.133 (n=150) 1.672 (n=128) 

既婚者 2.500 (n=230) 2.143 (n=223) 

・高校生アンケートでは、「４人」の割合が 43.3％と最も多く、「３人」が 14.4％と続いて

いる。(図 2-36①)  

・学生アンケートでは、「２人」の割合が 43.9％と最も多く、「３人」が 13.4％と続き、高

校生よりは現実的な回答をしているように見受けられる。(図 2-36②) 

図 2-35  理想の子ども数と現実に子育て可能な子ども数（市民） 

① 市民-既婚者             ② 市民-未婚者 

0.4%

5.4%

39.4%

46.9%

2.9%

0.4%

3.3%

1.2%

0.0%

3.7%

18.7%

58.1%

11.2%

0.8%

6.2%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

5人以上

4人

3人

2人

1人

0人

わからない

無回答他

理想の子ども数

子育て可能数

(n=241)

理想から現実へ

理想から現実へ

 

0.0%

2.5%

17.0%

47.0%

5.0%

3.5%

22.5%

2.5%

1.0%

1.0%

3.5%

33.5%

20.5%

4.5%

33.5%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

5人以上

4人

3人

2人

1人

0人

わからない

無回答他

理想の子ども数

子育て可能数

(n=200)

理想から現実へ

理想から現実へ

 

  

（市民 Q25、高校生 Q14、学生 Q10） 
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図 2-36  希望の子ども数（高校生、学生） 

① 高校生                ② 学生 

3

39

13

1

2

6

25

1

3.3%

43.3%

14.4%

1.1%

2.2%

6.7%

27.8%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

5人以上

4人

3人

2人

1人

0人

わからない

無回答他

n=90

   

1.5%

0.8%

13.4%

43.9%

4.3%

8.9%

26.6%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

５人以上

４人

３人

２人

１人

ほしいと思わない

わからない

無回答他

n=610

 

 

（２）理想の子ども数を実現するために必要なこと（市民） 

・理想の子ども数を実現するために必要なこととして「収入の増加」、「子育て・教育にか

かる経済的負担の軽減」が多く，いずれも経済的な余裕を求めていることが読み取れる。

(図 2-37①) 

・年齢別にみると、18～29歳は様々な経済的負担を求めているのに対し、30～39歳は子ど

もの預け先の確保など子育てにかかる支援を求めていることが読み取れる。 

（図 2-37②） 

・既婚者・未婚者別にみると、未婚者は「安定した職の確保」「収入の増加」が多いのに対

し、既婚者は、「子どもの預け先の確保」子育てに理解のある職場環境」をあげる人が相

対的に多い。(図 2-37③) 

図 2-37  理想の子ども数を実現するために必要なこと（市民） 

① 単純集計（市民） 

18.8%

64.3%

26.8%

15.0%

8.5%

23.0%

7.5%

2.3%

23.5%

48.8%

6.1%

7.0%

16.4%

6.6%

2.3%

2.8%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80%

安定した職の確保

収入の増加

日常的な子どもの預け先の確保

病気等緊急時の子どもの預け先の確保

祖父母の子育てへの協力、支援

子育てに理解のある職場環境

地域や国の将来への期待感

治安が良く安全な社会

子育て・教育にかかる肉体的負担の軽減

子育て・教育にかかる経済的負担の軽減

より広い住宅への転居

健康上の理由の解消

妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減

子ども医療費の助成拡充

わからない

その他

無回答他

ｎ＝213

 

（市民 Q27） 
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② 年齢別集計（市民） 

26.7%

67.8%

21.1%

13.3%

11.1%

23.3%

7.8%

2.2%

22.2%

53.3%

5.6%

1.1%

18.9%

5.6%

2.2%

2.2%

2.2%

13.1%

62.3%

30.3%

15.6%

6.6%

22.1%

7.4%

2.5%

24.6%

45.1%

6.6%

10.7%

13.9%

7.4%

2.5%

3.3%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

安定した職の確保

収入の増加

日常的な子どもの預け先の確保

病気等緊急時の子どもの預け先の確保

祖父母の子育てへの協力、支援

子育てに理解のある職場環境

地域や国の将来への期待感

治安が良く安全な社会

子育て・教育にかかる肉体的負担の軽減

子育て・教育にかかる経済的負担の軽減

より広い住宅への転居

健康上の理由の解消

妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減

子ども医療費の助成拡充

わからない

その他

無回答他

18～29歳

30～39歳

18～29歳n=90,30～39歳n=122 

 

 

③ 未婚・既婚別集計（市民） 

26.6%

67.0%

22.3%

10.6%

7.4%

18.1%

6.4%

3.2%

22.3%

46.8%

4.3%

6.4%

16.0%

4.3%

4.3%

3.2%

12.4%

63.7%

29.2%

18.6%

9.7%

26.5%

8.8%

0.9%

24.8%

51.3%

8.0%

7.1%

15.9%

8.0%

0.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

安定した職の確保

収入の増加

日常的な子どもの預け先の確保

病気等緊急時の子どもの預け先の確保

祖父母の子育てへの協力、支援

子育てに理解のある職場環境

地域や国の将来への期待感

治安が良く安全な社会

子育て・教育にかかる肉体的負担の軽減

子育て・教育にかかる経済的負担の軽減

より広い住宅への転居

健康上の理由の解消

妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減

子ども医療費の助成拡充

わからない

その他

未婚

既婚

未婚n=94,既婚n=113

 

 

18～29 歳が多い 30～39 歳が多い 

未婚が多い 既婚が多い 
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（職種別比較） 

・サンプル数の比較的多い（回答者数 10人以上）職種についてみると、各職種にほぼ共通

して、「収入の増加」や「子育て・教育にかかる経済的負担の軽減」などの経済面の充実

を多くあげている。(図 2-37④) 

（希望する子どもの数別比較） 

・希望する子どもの人数別に比較すると、人数が多くなるほど「安定した職の確保」「収入

の増加」「子育て・教育にかかる経済負担の軽減」などを求める人が多くなる。逆に人数

が少ないほど「健康上の理由の解消」「祖父母の子育てへの協力、支援」を多く求める傾

向が読み取れる。(図 2-37⑤) 

図 2-37  理想の子ども数を実現するために必要なこと（市民） 

④ 職種別集計（市民） 

7.7%

27.6%

18.2%

11.5%

18.2%

53.8%

75.9%

45.5%

59.1%

69.2%

72.7%

35.7%

23.1%

24.1%

9.1%

27.3%

30.8%

36.4%

35.7%

13.8%

9.1%

13.6%

23.1%

18.2%

35.7%

20.7%

4.5%

11.5%

9.1%

28.6%

15.4%

13.8%

18.2%

9.1%

46.2%

18.2%

28.6%

17.2%

18.2%

4.5%

7.7%

14.3%

7.7%

3.4%

30.8%

31.0%

45.5%

13.6%

23.1%

45.5%

21.4%

53.8%

51.7%

36.4%

59.1%

61.5%

72.7%

35.7%

7.7%

3.4%

18.2%

13.6%

3.8%
9.1%

13.8%

9.1%

9.1%

3.8%

23.1%

20.7%

9.1%

18.2%

23.1%

27.3%

14.3%

23.1%

6.9%

4.5%

11.5%

9.1%
3.8%

3.4%

9.1%

7.7%

9.1%

7.7%

9.1%

4.5%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建築・土木・建設関係

工業・製造業関係

情報・通信・ＩＴ関係

飲食業・販売業関係

医療関係

福祉・介護関係

公務員・団体職員

安定した職の確保 収入の増加
日常的な子どもの預け先の確保 病気等緊急時の子どもの預け先の確保
祖父母の子育てへの協力、支援 子育てに理解のある職場環境
地域や国の将来への期待感 治安が良く安全な社会
子育て・教育にかかる肉体的負担の軽減 子育て・教育にかかる経済的負担の軽減
より広い住宅への転居 健康上の理由の解消
妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減 子ども医療費の助成拡充
わからない その他
無回答他

n=13

n=29

n=11

n=22

n=26

n=11

n=14

 

⑤ 希望する（理想の）子どもの数別集計（市民） 

15.8%

9.0%

8.6%

5.9%

36.8%

48.1%

25.8%

17.6%

10.5%

22.6%

10.0%

5.9%

15.8%

11.3%

5.3%

11.8%

6.8%

3.3%

11.8%

10.5%

19.5%

8.6%

5.9%

6.8%

2.4%

1.5%

1.4%

15.8%

20.3%

7.7%

42.1%

39.1%

17.2%

5.9%

6.8%

1.0%

3.0%

4.3%

5.9%

15.8%

13.5%

5.7%

5.9%

5.3%

5.3%

2.9%

0.8%

1.9%

0.8%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4人以上

3人

2人

1人

安定した職の確保 収入の増加
日常的な子どもの預け先の確保 病気等緊急時の子どもの預け先の確保
祖父母の子育てへの協力、支援 子育てに理解のある職場環境
地域や国の将来への期待感 治安が良く安全な社会
子育て・教育にかかる肉体的負担の軽減 子育て・教育にかかる経済的負担の軽減
より広い住宅への転居 健康上の理由の解消
妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減 子ども医療費の助成拡充
わからない その他

n= 18

n=133

n=209

n= 17
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（３）射水市に対する子育てしやすさの評価（市民） 

・「射水市が子育てしやすいまちか」という設問に対し、肯定的な評価をした人の割合が

76.6％と高く、これまでの子育て施策に対しての評価が表れたものと考えられる。(図 2-

38) 

図 2-38  射水市の子育てしやすさの評価（市民） 

110

233

19

10

59

17

24.6%

52.0%

4.2%

2.2%

13.2%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答他

ｎ＝448

 

 

  

76.6％ 

（市民 Q28） 
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（４）市の子育て支援施策に対する満足度と重要度（市民） 

・市の子育て支援にかかる 13 の施策に対し、全体的に満足度も重要度も高く評価されて

いる。中でも「子ども医療費助成制度の充実」は満足度でも重要度でも最も高い。 (図

2-39①) 

・詳しくみると、満足度については、「子ども医療費助成制度の充実」がもっとも高く、つ

いで「保育園の整備」「子育て支援センターなどの充実」などが高い。(図 2-39②) 

重要度については、いずれも高いが、その中でも「子ども医療費助成制度の充実」「子育

てにかかる手当て制度の充実」「保育園等の整備」などが高い。(図 2-39③) 

 

図 2-39  市の子育て支援施策に対する満足度と重要度（市民） 

① 満足度と重要度（市民） 

①保育園等の整備

②幼児教育の充実

③子育て支援センター等の充実

④学童保育等の充実

⑤地域における子育て支援や

見守り体制の充実

⑥子育て・育児相談体制の充実

⑦児童虐待防止、ひとり親家族への支援の充実

⑧母と子の健康づくりの推進

⑨こども医療費助成…

⑩子育てにかかる手当て

制度の充実

⑪保育料等の負担の軽減
⑫学校教育の充実

⑬公営住宅の支援の充実

-2

-1.6

-1.2

-0.8

-0.4

0

0.4

0.8

1.2

1.6

2

-2 -1.6 -1.2 -0.8 -0.4 0 0.4 0.8 1.2 1.6 2

高

←
重
要
度

→

低

低 ← 満足度 → 高

満
足

度
平

均
0

.4
8

重要度平均1.39

n=448

 

 

 

 

 

 

 

（市民 Q29） 

※満足度、重要度の点数評価（配点）の方法 

・施策ごとに、下表の配点に基づき得点合計（Σ回答数×評価点）を算出し、これの相加平均をもって各施策

を代表する評価点とした。 

・満足度、需要度の平均値は、各施策の代表評価点の相加平均により算出。 

 評価点の設定 

＋２点 －１点 ０点 －１点 －２点 

満足度 とても満足している 満足している どちらでもない あまり満足していない 満足していない 

重要度 とても重要 少し重要 どちらでもない あまり重要ではない 重要ではない 
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② 満足度（市民） 

9.6%

5.4%

10.7%

4.9%

6.9%

6.0%

4.5%

5.6%

21.7%

12.3%

12.1%

6.7%

4.7%

37.5%

33.7%

35.9%

23.9%

31.7%

29.7%

22.1%

28.8%

34.6%

29.9%

25.2%

27.9%

17.4%

34.6%

44.2%

35.3%

49.1%

44.9%

47.3%

55.8%

50.2%

28.8%

35.3%

41.3%

47.1%

62.1%

8.0%

6.3%

8.5%

11.2%

6.3%

6.5%

6.3%

4.9%

5.1%

9.6%

8.0%

7.6%

5.6%

2.9%

3.1%

2.2%

3.1%

2.5%

2.5%

3.1%

2.0%

1.8%

5.1%

5.4%

2.7%

2.0%

7.4%

7.4%

7.4%

7.8%

7.8%

8.0%

8.3%

8.5%

8.0%

7.8%

8.0%

8.0%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 保育園等の整備

② 幼児教育の充実

③ 子育て支援センターなどの充実

④ 学童保育等の充実

⑤ 地域における子育て支援や見守り体制の充実

⑥ 子育て 育児相談体制の充実

⑦ 児童虐待防止、ひとり親家庭への支援の充実

⑧ 母と子の健康づくりの推進

⑨ 子ども医療費助成制度の充実

⑩ 子育てにかかる手当制度の充実

⑪ 保育料等の負担の軽減

⑫ 学校教育の充実

⑬ 公営住宅の支援の充実

とても満足している 満足している どちらでもない

あまり満足していない 満足していない 無回答他

n=448

 

③ 重要度（市民） 

60.9%

49.1%

44.0%

50.7%

45.1%

44.0%

50.9%

41.5%

63.4%

63.2%

58.7%

58.7%

31.7%

21.0%

28.3%

32.4%

27.2%

32.4%

29.0%

24.6%

31.3%

20.3%

20.1%

22.8%

22.8%

28.6%

9.4%

13.4%

14.1%

12.5%

12.9%

17.2%

14.5%

16.7%

7.6%

8.0%

8.3%

9.2%

24.3%

0.7%

0.9%

0.9%

0.9%

1.3%

1.1%

1.1%

1.6%

0.2%

1.3%

0.7%

4.5%

0.4%

0.4%

0.7%

0.4%

0.7%

0.9%

1.1%

1.1%

0.9%

0.9%

1.1%

0.7%

3.1%

7.6%

7.8%

8.0%

8.3%

7.6%

7.8%

7.8%

7.8%

7.8%

7.6%

7.8%

8.0%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 保育園等の整備

② 幼児教育の充実

③ 子育て支援センターなどの充実

④ 学童保育等の充実

⑤ 地域における子育て支援や見守り体制の充実

⑥ 子育て 育児相談体制の充実

⑦ 児童虐待防止、ひとり親家庭への支援の充実

⑧ 母と子の健康づくりの推進

⑨ 子ども医療費助成制度の充実

⑩ 子育てにかかる手当制度の充実

⑪ 保育料等の負担の軽減

⑫ 学校教育の充実

⑬ 公営住宅の支援の充実

とても重要 少し重要 どちらでもない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答他

n=448
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７ 地域活動（高校生、学生） 

（１）地域活動への関心度（高校生、学生） 

・高校生アンケートでは、参加の如何を問わず地域活動は「必要と思う」人が 87.8％、「必

要と思わない」人が 4.4％となっている。(図 2-40①) 

・学生アンケートでは、参加の如何を問わず地域活動は「必要と思う」人が 79.3％、「必

要と思わない」人が 5.6％となっている。(図 2-40②) 

・男女別にみると、女性の方が参加率が高く、男性は面倒なので参加していないが多い。

女性は「参加するきっかけがない」や「条件が合わないので参加していない」が多い。

（2-40③）こうしたことから、女性に対して参加機会の充実や女性の参加に配慮した内

容の充実が望まれる。 

図 2-40  地域活動への思い（高校生、学生） 

① 高校生 

16

15

25

11

12

1

3

7

0

17.8%

16.7%

27.8%

12.2%

13.3%

1.1%

3.3%

7.8%

0% 10% 20% 30%

必要だと思うので、積極的に活動に参加している

必要だと思うが、活動に参加するきっかけがない

必要だと思うが、時間や活動内容等の条件が合わ

ないので参加していない

必要だと思うが、どのような活動があるかわからな

いので参加していない

必要だと思うが、面倒なので参加していない

必要だと思わないが、参加している

必要だと思わないので、参加していない

わからない、関心がない

無回答他

n=90

 

② 学生 

57

146

113

89

79

8

26

86

6

9.3%

23.9%

18.5%

14.6%

13.0%

1.3%

4.3%

14.1%

1.0%

0% 10% 20% 30%

必要だと思うので、積極的に活動に参加している

必要だと思うが、活動に参加するきっかけがない

必要だと思うが、時間や活動内容等の条件が合

わないので参加していない

必要だと思うが、どのような活動があるかわから

ないので参加していない

必要だと思うが、面倒なので参加していない

必要だと思わないが、参加している

必要だと思わないので、参加していない

わからない、関心がない

無回答他

n=610

 

87.8％ 

4.4％ 

79.3％ 

5.6％ 

（高校生 Q23、学生 Q19） 
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③ 学生（男女別集計） 

 

 

（２）地域活動への参加と参加意向の（高校生、学生） 

（高校生 Q24,Q25、学生 Q20,Q21） 

・高校生アンケートでは、地域活動への参加実績では「参加した」が 64.4％、「参加した

ことがない」が 34.4％となっている。一方、参加意向では「参加したい」が 83.4％で参

加実績を上回り、「参加したいと思わない」が 16.6％となっている。(図 2-41①②) 

・学生アンケートでは、地域活動への参加実績では「参加した」が 51.4％、「参加したこ

とがない」が 47.4％となっている。一方、参加意向では「参加したい」が 65.2％で参加

実績を上回り、「参加したいと思わない」が 33.8％となっている。(図 2-41③④) 

・男女別にみると、男性よりも女性の方が参加意欲が高い。(図 2-41⑤) 

 

図 2-41  地域活動への参加度と参加意向（高校生、学生） 

① 高校生（現状の参加度）      ② 高校生（今後の参加意向） 

0

2

56

31

1

2.2%

62.2%

34.4%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

毎週１回以上

月１～２回

年１～２回

参加したことがない

無回答他

n=90

    

5

36

34

13

2

0

5.6%

40.0%

37.8%

14.4%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

積極的に参加したい

機会があれば参加したい

関心がある内容であれば参加したい

あまり参加したいと思わない

全く参加したいと思わない

無回答他

n=90

 

 

7.8%

22.1%

15.2%

15.2%

18.6%

1.3%

5.2%

14.3%

0.4%

10.6%

25.7%

20.6%

14.1%

9.5%

1.1%

3.8%

14.1%

0.5%

0% 10% 20% 30%

必要だと思うので、積極的に活動に参加し

ている

必要だと思うが、活動に参加するきっかけ

がない

必要だと思うが、時間や活動内容等の条

件が合わないので参加していない

必要だと思うが、どのような活動があるか

わからないので参加していない

必要だと思うが、面倒なので参加していな

い

必要だと思わないが、参加している

必要だと思わないので、参加していない

わからない、関心がない

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

64.4％ 
83.4％ 

16.6％ 

男性が多い 女性が多い 
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③ 学生（現状の参加度）      ④ 学生（今後の参加意向） 

7

27

280

289

7

1.1%

4.4%

45.9%

47.4%

1.1%

0% 20% 40% 60%

毎週１回以上

月１～２回

年１～２回

参加したことがない

無回答他

n=610

    

29

159

209

140

66

7

4.8%

26.1%

34.3%

23.0%

10.8%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40%

積極的に参加したい

機会があれば参加したい

関心がある内容であれば参加したい

あまり参加したいと思わない

全く参加したいと思わない

無回答他

n=610

 

⑤ 学生（今後の参加意向）・・・男女別集計 

 

 

 

（３）卒業後の地域（射水市）との関わり（学生） 

・卒業後において学校のある地域や射水市との関わりをきくと、「関わりを持たない」と思

う人が 52.0％で、何らかの「関わりを持ちたい」と思う人が 42.3％となっている。（図

2-42) 

図 2-42  卒業後の地域（射水市）との関わり（学生） 

① 単純集計（学生） 

26

40

154

38

317

26

9

4.3%

6.6%

25.2%

6.2%

52.0%

4.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

終の住処とする（勤務等の都合により他地域で暮らす

ことがあってもいつかは戻ってくる）

二地域居住の一つとする（生活のための居住地と安息

のための居住地といったような使い方の一つとする）

地域を何度も（リピーターとして）訪れる（学生時代の友

人との親交、地域活動・イベントへの参加など）

地域を経済的に応援する（地場産品の積極的購入、ふ

るさと納税など）

関わりを持たない

その他

無回答他

n=610

 

  

6.1%

20.8%

30.3%

24.7%

18.2%

4.1%

29.8%

36.9%

21.7%

6.5%

1.1%

0% 20% 40%

積極的に参加したい

機会があれば参加したい

関心がある内容であれば参加したい

あまり参加したいと思わない

全く参加したいと思わない

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

51.4％ 65.2％ 

33.8％ 

42.3％ 

（学生 Q22） 

男性が多い 女性が多い 
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② 男女別集計（学生） 

 

 

③ 射水市内居住者・市外居住者別集計（学生） 

 

 

８ まちづくり 

（１）市の施策の満足度と重要度（市民） 

・満足度、重要度がともに高いものとして「こども医療費助成制度の充実」、「子育てにか

かる手当て制度の充実」、「保育園等の整備」、「保育料等の負担の軽減」があげられてい

る。このように、市民は子育て支援策の中でも経済的支援策及び就労に伴う保育先の確

保について、ある程度満足しているものの、施策の一層の充実を望んでることがわかる。 

・満足度、重要度ともに肯定的な回答であり、今後も引き続き子育て支援策の充実を図る

必要がある。 

5.2%

8.2%

20.8%

8.2%

53.2%

3.5%

0.9%

3.8%

5.7%

27.9%

5.1%

51.5%

4.9%

1.1%

0% 20% 40% 60%

終の住処とする（勤務等の都合により他地域で暮らすこ

とがあってもいつかは戻ってくる）

二地域居住の一つとする（生活のための居住地と安息

のための居住地といったような使い方の一つとする）

地域を何度も（リピーターとして）訪れる（学生時代の友

人との親交、地域活動・イベントへの参加など）

地域を経済的に応援する（地場産品の積極的購入、ふ

るさと納税など）

関わりを持たない

その他

無回答他

男

女

男性n=231,女性n=369

7.7%

10.6%

25.0%

7.2%

45.7%

2.9%

1.0%

2.3%

4.4%

25.8%

5.4%

55.9%

5.2%

1.0%

0% 20% 40% 60%

終の住処とする（勤務等の都合により他地域で暮らすこ

とがあってもいつかは戻ってくる）

二地域居住の一つとする（生活のための居住地と安息

のための居住地といったような使い方の一つとする）

地域を何度も（リピーターとして）訪れる（学生時代の友

人との親交、地域活動・イベントへの参加など）

地域を経済的に応援する（地場産品の積極的購入、ふ

るさと納税など）

関わりを持たない

その他

無回答他

射水市内居住者

射水市外居住者

射水市内n=208,射水市外n=388

（市民 Q11） 

男性が多い 女性が多い 

男性が多い 女性が多い 
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図 2-43 市の施策の満足度と重要度（市民） 

１)子ども・子育て支援の推進

２)学校教育の充実

３)教育施設の充実

４)家庭教育・地域における教育の充実

５)生涯学習活動の推進

６)芸術・文化の継承と創造

７)スポーツ・レクリエーションの推進

８)男女共同参画の推進
９)人権尊重社会の推進

10)健康づくりの推進

11)高齢社会対策の推進

12)地域福祉の推進

13)障がい者福祉の充実

14)社会保障の充実

15)医療体制の充実

16)市民病院における質の

高い医療の提供

17)発展性のある市民病院の運営

18)射水ブランドの確立と発信

19)観光の振興

20)港湾機能の整備促進とみなとまちづくり

21)国内外交流の推進

22)新産業の育成

23)企業誘致の推進

24)商工業の振興

25)農業の振興

26)森林・林業の振興

27)水産業・水産加工業の振興

28)雇用対策の充実

29)職場環境の向上

30)環境保全の推進

31)循環型社会の構築

32)特性を生かした土地利用の推進

33)公共交通網の整備

34)地域をつなぐ道路網の整備

35)住宅環境の充実
36)生活環境の充実

37)上水道の充実

38)下水道の整備

39)防災・減災対策の推進
40)消防・救急体制の…

41)交通安全・防犯対策の推進

42)消費者対策の推進

43)雪対策の推進

44)参画と協働によるまちづくり…

45)参画を促進する体制づくりの推進

46)学生が参画するまちづくりの推進

47)信頼される市政の推進

48)健全な行財政運営の推進

49)情報化の推進

(0.2)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

(0.3) (0.2) (0.1) 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9

高

←

【
重
要
度
】→

低

低 ← 【満足度】 → 高

満足度平均
(0.317)

重要度平均
(1.068)

n=1,302

 

(2.0)

(1.5)

(1.0)

(0.5)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

(2.0) (1.5) (1.0) (0.5) 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

高

←

【重
要
度
】→

低

低 ← 【満足度】 → 高

評価ポイントの分布位置図
※満足度、重要度の点数評価（配点）の方法 

・施策ごとに、下表の配点に基づき得点合計（Σ回答数×評価点）を算出し、これ

の相加平均をもって各施策を代表する評価点とした。 

・満足度、需要度の平均値は、各施策の代表評価点の相加平均により算出。 

 評価点の設定 

＋２点 －１点 ０点 －１点 －２点 

満足度 
とても満足して

いる 
満足している どちらでもない 

あまり満足してい

ない 

満足してい

ない 

重要度 とても重要 少し重要 どちらでもない 
あまり重要ではな

い 

重要ではな

い 
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（２）市の行政施策への関心度（高校生、学生） 

・高校生アンケートでは、市の行政施策に対し「関心がある」人が 53.3％、「関心がない」

人が 46.7％となっている。（図 2-44①②) 

・学生アンケートでは、市の行政施策に対し「関心がある」人が 22.9％、「関心がない」人

が 76.1％となっている。（図 2-44③④) 

図 2-44  市の行政施策への関心度（高校生、学生） 

① 高校生（単純集計）            ② 高校生（男女別集計） 

  

 

③ 学生（単純集計）            ④ 学生（男女別集計） 

   

 

 

（３）若者が市の施策に関心を持つために必要な取組（高校生、学生） 

（高校生 Q28、学生 Q25） 

・高校生アンケートでは、「若者の意見が市政に反映する制度」、「若者がまちづくりに取り

組みやすい制度」、「市政に関する情報提供の充実」を多くあげている。（図 2-45①) 

・学生アンケートでもほぼ同様の傾向が見られる。（図 2-45②) 

  

7.7%

43.6%

33.3%

15.4%

0.0%

10.2%

44.9%

38.8%

6.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大いに関心がある

どちらかといえば関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答他

男

女

男n=39,女n=49

3.9%

20.8%

41.1%

33.3%

0.9%

1.9%

20.3%

49.6%

27.9%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大いに関心がある

どちらかといえば関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答他
男
女

男性n=231,女性n=369

16

124

281

183

6

2.6%

20.3%

46.1%

30.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大いに関心がある

どちらかといえば関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答他

n=610

76.1％ 

22.9％ 

9

39

33

9

0

10.0%

43.3%

36.7%

10.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大いに関心がある

どちらかといえば関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答他

n=90

53.3％ 

46.7％ 

（高校生 Q26、学生 Q23） 

男性が多い 女性が多い 

男性が多い 女性が多い 
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図 2-45  若者が市の施策に関心を持つための取組（高校生、学生） 

① 高校生 

13

8

10

19

4

8

14

7

3

1

3

14.4%

8.9%

11.1%

21.1%

4.4%

8.9%

15.6%

7.8%

3.3%

1.1%

3.3%

0% 10% 20% 30%

市政に関する情報提供を充実させる

市長が若者や学生を対象にして出前講座や授業

をする機会を増やす

若者（学生）が市の行事や実行委員会に参加する

機会を増やす

若者の意見が市政に反映する制度を設ける

市長と若者が直接意見交換する機会を設ける

学生が地域や社会に貢献する機会を増やす

若者がまちづくりに取り組みやすい制度を設ける

射水市の魅力を知るための体験事業を実施する

市の施策や行政に気軽に接する場所を提供する

その他

無回答他

n=90

 

② 学生 

108

34

65

111

37

54

124

48

41

26

6

16.5%

5.2%

9.9%

17.0%

5.7%

8.3%

19.0%

7.3%

6.3%

4.0%

0.9%

0% 10% 20%

市政に関する情報提供を充実させる

市長が若者や学生を対象にして出前講座や授業

をする機会を増やす

若者（学生）が市の行事や実行委員会に参加する

機会を増やす

若者の意見が市政に反映する制度を設ける

市長と若者が直接意見交換する機会を設ける

学生が地域や社会に貢献する機会を増やす

若者がまちづくりに取り組みやすい制度を設ける

射水市の魅力を知るための体験事業を実施する

市の施策や行政に気軽に接する場所を提供する

その他

無回答他

n=610
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（４）まちの活性化や地域貢献にふさわしい分野・方法（高校生、学生） 

（高校生 Q29、学生 Q26） 

・高校生アンケートでは、「美化・清掃活動」、「子育て支援の充実」、「国際交流・国際協力

ボランティア」を多くあげている。（図 2-46①) 

・学生アンケートでは、「美化・清掃活動」、「子育て支援の充実」、「まちの情報発信」を多

くあげている。（図 2-46②) 

図 2-46  まちの活性化や地域貢献にふさわしい分野・方法（高校生、学生） 

① 高校生 

27.8%

13.3%

23.3%

13.3%

18.9%

6.7%

17.8%

20.0%

6.7%

5.6%

16.7%

1.1%

1.1%

0% 10% 20% 30%

美化・清掃活動

文化・歴史によるまちづくり

子育て支援の充実

産業の振興

観光の振興

地域福祉の充実

文化の振興

国際交流・国際協力ボランティア

まちづくりや地域活性化に関する講演会、

意見交換会への参加

市の施策に関する建設的意見や提言

まちの情報発信

その他

無回答他

n=90

 

② 学生 

29.3%

10.5%

22.0%

11.8%

19.8%

7.4%

14.4%

15.4%

5.2%

4.9%

21.6%

1.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40%

美化・清掃活動

文化・歴史によるまちづくり

子育て支援の充実

産業の振興

観光の振興

地域福祉の充実

文化の振興

国際交流・国際協力ボランティア

まちづくりや地域活性化に関する講演

会、意見交換会への参加

市の施策に関する建設的意見や提言

まちの情報発信

その他

無回答他

n=610
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（５）まちの活性化のために重要な取組（高校生、学生） 

（高校生 Q30、学生 Q27） 

・活性化のために重要な取組として、高校生アンケートでは、「市の人口減少対策」、「少子

化対策」、「観光事業の推進」を多くあげている。（図 2-47①) 

・学生アンケートでもほぼ同様の傾向が見られる。（図 2-47②) 

 

図 2-47  まちの活性化のための重要な取組（高校生、学生） 

① 高校生 

41.1%

38.9%

20.0%

1.1%

15.6%

15.6%

3.3%

6.7%

30.0%

2.2%

2.2%

0.0%

0% 20% 40% 60%

市の人口減少対策

少子化対策

教育の充実

地域におけるボランティア活動の充実

だれもが生涯活躍できる社会の推進

商工業の振興

市民協働事業の充実

広域行政の強化

観光事業の推進

多文化共生の推進

その他

無回答他

n=90

 

② 学生 

32.1%

33.4%

15.9%

7.5%

14.8%

16.1%

2.1%

3.4%

32.3%

6.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40%

市の人口減少対策

少子化対策

教育の充実

地域におけるボランティア活動の充実

だれもが生涯活躍できる社会の推進

商工業の振興

市民協働事業の充実

広域行政の強化

観光事業の推進

多文化共生の推進

無回答他

n=610

 

 

（６）持続可能なまちづくりのために重視すべきＳＤＧｓ 

（市民 Q30、高校生 Q31、学生 Q28） 

・持続可能なまちづくりのために重視すべき SDGsは、市民アンケートでは、「住み続けら

れるまちづくり」、「すべての人の健康と福祉」が多くあげられている。（図 2-48①) 

・高校生アンケートでは、「住み続けられるまちづくり」、「海の豊かさを守る」が多くあげ
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られている。（図 2-48②) 

・学生アンケートでは、市民アンケートと同様に「住み続けられるまちづくり」、「すべて

の人の健康と福祉」が多くあげられている。（図 2-48③) 

図 2-48 市政において重視すべきＳＤＧｓ（市民、高校生、学生） 

① 市民 

15.6%

3.7%

50.2%

19.9%

3.1%

8.1%

8.7%

23.0%

8.3%

8.8%

58.4%

7.4%

14.4%

21.0%

3.8%

18.4%

1.2%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

無回答他

n=1,302

 

② 高校生 

17.8%

1.1%

31.1%

18.9%

7.8%

8.9%

7.8%

21.1%

12.2%

7.8%

51.1%

5.6%

6.7%

38.9%

4.4%

5.6%

4.4%

1.1%

0% 20% 40% 60%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

無回答他

n=90
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③ 学生 

17.5%

7.5%

31.3%

17.5%

12.1%

14.3%

9.7%

24.3%

11.6%

12.1%

36.1%

4.8%

2.8%

23.1%

4.8%

13.6%

5.4%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

無回答他

n=610

 

 


